
UIJターン拡大に向けた取り組みなど
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スノーデイズファーム株式会社とは

冬は多いときで4m近く雪の積もる豪雪地、新潟県十日町市で活動する農園です。

けれど、単なる農園ではありません。
私たちは農家だけでなく、異業種で個人事業主の「はぐくみのプロ」たちが集まり、
会社自体が百姓のようになって取り組んでいます。

私たちの共通の思いは、
こどもをまんなかにした、しあわせなはぐくみのフィールドを農村につくることです。

管理栄養士 保育士 社会福祉士の卵

農家

農家
一級建築士

2



活動拠点 新潟県十日町市池谷集落とその周辺
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農家としての、現場の声
移住女子としての、都市女性の声
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私たちの問題意識

仮説
ここがボトルネックでは？
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こども１人育てるには、むら１つ必要
「昔は保育園なんてなくて、むらが保育園のようなもんだった」

6



農業のもつ、「ひとをはぐくむ力」
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農業×保育

農村・農業の土壌に、保育の幹を育てる
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事業 内容 ねらい 実現したいこと

農業生産 水稲栽培
さつまいも栽培

自ら産み、学ぶ 中山間地域の農業維持

商品開発 干し芋
雪国こどもおやつ
NORAGIなど

豪雪農業がうむ
哲学を形にする

・中山間地域の農業維持
（契約栽培、作業委託、共同作業）
・農家さんに生きがいサポート
・こどもの感性をのばす

・こどもがチャレンジしたくなる環境
をつくる

メディア運営 ECショップ運営
自社メディア

思いを届ける ・魅力を価値に
・中山間地域の農業維持
・農家さんの生きがいサポート
（委託販売）

私たちが変換してゆく商品たちは

１、必要とされ、価値を未来に繋げるものであること

２、その商品やサービスを通じて、未来の地域を生きるこどもたちを育てるものであること

３、同時に、彼らが育つ環境をつくるものであること 9



9軒の農家で栽培
買い取り、
加工・販売を実施。

農産物の栽培、加工、販売（ほしいも2013年〜）
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農産物の栽培、加工、販売（ほしいも2013年〜）
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「雪国こどもおやつ」商品開発（2018年より4種類順次販売）
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はぐくむ背中を応援する、ネットショップ・webメディア運営
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はぐくむ背中を応援する、ネットショップ・webメディア運営
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キッズファームウェアの制作、販売、コミュニティ運営
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子育て中のママさんがほとんど

・一般的に行われる地域の会議
（=夜の会議）には出られない

・でも寝かしつけた後の21時以降
はある程度オンライン

・まとまった時間はないが、
スキマ時間はある
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集まれるのは土日の午前、こども同伴

日常の中にいる女性のパワーはものすごい。
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香川県出身→東京の大学へ（人道支援、紛争解決を勉強）
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大学３年生のときに、中越地震の復興ボランティアで出逢った池谷集落
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農業を通して、生き方を教えてくれたこと。若手へのバッグアップと地域の覚悟。
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大学を卒業後、移住・就農「農業を通じて、大切なものをつなぎたい」
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師匠の背中を追いかける日々

１年目：村の人がつきっきりで教えてくれた農業（水稲、５０種類以上の野菜）
２〜３年目：農業研修（水稲、ナス、枝豆出荷）
４年目：個人事業主の農家「かなやんファーム」として独立
５年目：出産（水稲、さつまいもに絞る）
６年目：かなやんファームから雪の日舎へ名称変更、組織化のスタート
８年目：現在 24



中山間地域を支え、理解しあう

仲間を増やしたい。
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移住女子フリーペーパー「ChuClu」中山間地域に移住した女子たちで、都市と農村をつなぐ

26



27



全国移住女子サミット(2014-16年）。一本釣り
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十日町・津南ファーマーズちゃーはん「農業×異業種」により若手見える化へ
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きっかけは、農業研修
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先輩が見えると、次がつづく
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地域の底あげが、自分たちの利益を高めてくれる
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農業×編集「農家のアイドル本ギフトブック」づくり
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農業×建築「田んぼのなかに、教室をつくる」
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農業×ウェディング、などなど。
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農村

未来の 

移住女子や 

サポーター

情報、  

インターン受け入れ 

移住サポート

サポーター 

通い 

移住

若手 

グループ、

N ORA GI

新規就農者や 

移住女子の受け皿

途切れのないレールで  

不安を取り除く
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いつもそこにいる
移住女子
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移住女子はリーダーというより、触媒になれる子たち

くらしの中で、さまざまな人、ものを繋げたり
サポートしたりして、
小さな化学反応を生んでゆく。

38



自然体で力んでいないから、触媒になれる移住女子

課題意識型あるいは、それによる承認欲求型
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自然体で力んでいないから、触媒になれる移住女子

人生の変化の節目ごとに、
なにが自分にとって一番大切かに
向き合い続けてきているから、
フットワークも軽く変化に柔軟

ふつうに暮らしたい子
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いままで「何（職業）に
なりたいのか」問われ続けてきた。

当たり前のように、就活が始まり、
「どの企業に入りたいか」を

問われるけれど、
どう暮らしたいか、どうありたいか、
生き方のフィルターをかけて
考えたことがなかったし、

そういう選択肢を知らなかった。

①実は知りたいのは「地域の魅力」でも「地方の企業」でも
「移住支援」でもなく、生き方・暮らし方のパターン数

だから・・・
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②観光地、職場、食も大事だけど、いかにその道の先輩に会わせるか
（大学のオープンキャンパスと同じ）

だから・・・
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鍵は10代後半〜20代前半の女性（学生〜就職したて）の
「自分にフィットした暮らしをしたい」欲と、それに伴うフットワークを
いかに後押しできるか

UIJターン拡大にむけて ひとのあり方が地域をつくる

起業学習・支援（学校教育から）

仕事や事業を創造できる、
あるいは小さくてもビジネスができる人材づくりを
目的にした学びの機会が、小中高大学とない。
仕事のつくりかた、起業などの学習機会を教育
として(NPO・社会起業という選択肢含む）

多様な時代だからこそ。
大学と、地方行政の窓口に
「超個別対応」「ひとをつなぐ窓口」を

多様に対応できるネットワークと双方の連携。
且つ先輩移住者ネットワークの受け皿。

移動コストを限りなく低く

移動コストをクリアし日本中飛び回れるように

仕事から入らない。
くらしから入る。
★1人に対してたくさんの
コミュニティが関与していること

例：Iターン留学イナカレッジ

だいたいは１年も住めば、人の縁ができ情報が入りはじめ、自分で仕事を見つけたり作ったりしちゃう
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東京中枢 

中核都市

地方都市
農山漁村

UIJターン拡大にむけて もっとぐるぐるできること、チャレンジのしやすさになる

課題先進地
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■ふつうに暮らしたい子（「こうあるべき」の選択ではなく、変化が許され、
自分が大切にしたいものを貫ける等身大の暮らし、という意味の「ふつう」）
の、レールづくり

・信念や責任感で動く男性と違い、自分のやりたいことを重視
・だから、度胸があるので、少しの支援があれば自力でなんとかする人たち

■地方から地方へ、のレールはない

地域おこし協力隊はハードルが高く、自分の夢を叶えられない
が、もう少しハードルの低いものがあまりない

UIJターン拡大にむけて 多様な生き方を実現するために
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年齢、職業、居住地、働き方の壁をなくして、どんどん取り込む

そして、移住・農業、移住女子やちゃーはんの活動から見えてきたこと１
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そして、移住・農業、移住女子やちゃーはんの活動から見えてきたこと2

腰をすえて、ひとを育てる
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等身大で自分の人生を生きる女の子たちを信じて、
思いっきり夢を追いかけさせてあげてほしい。

そのとき助けてもらった感謝の気持ちが「地域のために」になる。

そして、移住・農業、移住女子やちゃーはんの活動から見えてきたこと3

「〜だからできない」から、「強みを生かす」へ
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